
（別紙３）

～ 2025年　2月　31日

（対象者数） 37 （回答者数） 27

～ 2025年　2月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

継続して保護者様との情報共有する時間を設けていきます。

2

固定の職員ではなく、様々な分野の職員が参加できるように
し、事業所全体でサポートが出来るようにしていきます。

3

社会に出た際に自分から助けを求める事が出来るよう、様々
な人との関わり方や言葉遣いを学ぶ事が出来るようにしてい
きます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域の感染症の流行やご利用者様の様子等を考慮し、慎重に
検討していきます。

2

医療的ケアが必要なお子様や重度のお子様がご利用の際には
職員数を増やしたり、活動時間の調整を行うなどの対応を
行っていく。

3

○事業所名 あいあい

○保護者評価実施期間 2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　11日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者会や保護者同士の交流が出来ていない お仕事をされている保護者様が多く、感染症の流行等もあり
時間や都合が合わせにくい

医療的ケアが必要なお子様も必要ないお子様も一緒に活動す
るため、活動内容に幅を持たせる事が出来ない事もある。

医療的ケアが必要なお子様や重度のお子様に職員が付く事で
見守りが手薄になってしまうこともある。

医療的ケア児対応型の放課後等デイサービスの為、医療的ケ
アを必要とするお子様に対応できる看護職員がが在籍してお
り、注入や喀痰の吸引など、様々なご利用者様が安全に利用
出来る。

日々の体調確認を行う事で、保護者様と情報共有を行い、体
調の変化に気付きやすくしている。

ご利用者様の状況によっては、関係機関との協力を行う事で
ご利用者様だけではなく、保護者様の変化についても協議で
きる様日々の繋がりをもっている。

各関係機関と情報共有を行う事で様々な支援が出来るよう、
話し合いの場に参加し連携が取りやすくなるようにしてい
る。

公園が近い事で、戸外活動を多めに行う事が出来、地域のお
子様との関わりがもてる。

戸外活動を通して、事業所以外での人間関係の構築や地域の
ルールや社会性を学ぶ事が出来るようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


